
知であるため,それらを参考として泳動図中の各

スポットの同定を一部行った｡通常1枚のゲルで

150個程変のスポットが観察されるが,今回同定

ができたものは約1/5であった｡本法で得られた

泳動図の相互比較により,同種内でも,従来mo-

nomorphicとされていた例で質的塁的変異が認め

られた｡

マカクザルのEdingOr-Westphal核の遠心

性神経繰稚連絡

水野 昇 ･伊藤和夫 ･

野村 蟻 (京大 ･医 )

Edinger⊥WeStpllal(EW)核は対光反射路にお

ける遠心性神経線維の超始核,すなわち,毛様体

神経節節前線維の起始核と考えられてきた｡われ

われは,ネコにおいてl毛様体神経節節前線維の

血始神経細胞は広義のEW核の吻例端に位置する

的正中核(AM核 )とその周辺部にのみ存在し,

狭義のEIY核は小脳や脊髄に軸累を送ることを実

証した｡そこで,比較解剖学的立場よりマカクザ

ルのEW核についての検討を試みた｡

マカクザル(タイワンザル ･ベニガオザ)ヤ･ブ

タオザル･アカゲザル)の小脳核 ･勤髄 ･頗髄ま

T=は仙鰍こ西洋ワサビ過酸化群素(lIRP)を注

入し,逆行性に軸索輸送されるHRPによりEW

核の神縫細胞が標識されるかどうかを検討した｡

IHtP注入後の生存期間は2日｡粗放化学反応は

王として諸種の青色反応を用いた｡

小脳中位核を中心にHRPを注入された例にお

いて,狭義のEW核の神経細胞の大部分と,AM

核の神経細胞の多数が培試された｡脊髄にHRP

を注入された例でも,EW核とAM核に多数の且

RP助性神経細胞がみられたが,その数は頚飴へ

HRPを注入された例においてもっとも多く,仙

髄へHRPを注入された例でもっとも少なかった｡

以上の所見はネコでみられた所見と大差なく,

したがって,サルのEW核もネコのEW核と同様

の神縫細胞偶成を4つと考えられる｡すなわち,

狭義のEW核には,サルにおいてもネコの場合と

Ilijは,対光反射路における毛様体神経節節前線維

のiiZ始枝の役割はないものと考えられる｡

視床下部刺激の騨内分泌に及ぼす影響

小坂樹徳 ･金東昭雄(東大･医)

視床下部特にその腹内側核が糖質代謝及び膝内

分泌機能に関係が深いという知見がラットについ

て既に得られている｡詔長煩ではどうかをみる目

的で次の実験を行った｡

ニホンザル2頭につき,視床下部腹内仰核と外

側視床下部とに同心電極針を定位袋田にて固定し,

2週後に無麻酔下で視床下部各部の悶気刺激を行

い,刺激前後に亘り後肢静脈から採血した｡血紫

について血糖,グルカゴン及びインスリンの測定

を行ったが,何れも刺激後の有志の変動がみられ

なかった｡実験終了後刺激針尖端の部位を追求し

たところ何れも目標部位から任か乍ら外方にそれ

ていることを知った｡

刺激針が視床下部各部位に精砕に通申した例に

ついての追加実験が今後望ましい｡

霊長類の喉頭軟骨の系統的研究

野首 和人 (東邦大 ･医 )

桶乳類の喉頭には発声器としての機能が認めら

れている｡しかしこの機能には柾によって差異が

見られるOそこで,機能上の差輿を形態的な差異

としてみいだし,磯雄発現の為の形態形成過程を

明らかにする目的で,rB長日の喉頭の肉眼ならび

に顕微解剖学的観察を試みた｡

本年皮の共同利用研究では,アカゲザル(10頭)

ニホンザル(10頭 ),プラッザモンキー(2頭 ),

シロクロコロブス(2頭 )について検索した｡ホ

ルマリン固定された屍体より摘出した喉97iは脱灰

後荷法によりパラフィン包埋し,招切してH-E

またはelaSticavzulGieson染色を施し一存在す

る軟骨の形状および結合様式について検黙し,ヒ

トおよびこれまでに同様の手法で検索してきた食

虫目･男手目･笹歯目の成杭と対比した｡

今回観察した4位の詔長日に共通して存在した

喉頭軟骨は,甲状軟骨 ･輪状軟骨 ･披裂軟骨･喉

頭蓋軟骨 ･撰状軟骨･小角軟骨の6位でその基質

はいずれもヒトのそれと同一であった｡このうら

甲状軟骨には一部に化骨部が見られた｡個々の喉

頭軟骨の形状には4種問に大きな差異は認められ

ず,性差ならびに個体差も全く存在しなかった｡
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